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多
摩
川
衛
生
組
合
清
掃
工
場

延
命
化
の
期
限
後
で
あ
る

令
和　

年
度
以
降
の
展
望
は

大
室

は
じ
め

議
員（
市
政
）

　
美
術
館
に
対
す
る
市
の
評

価
は
。
ま
た
、
文
化
芸
術
の

ま
ち
・
府
中
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
向

上
の
た
め
、
美
術

館
を
活
用
す
る
考

え
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

長
　
展
覧
会
事
業

に
多
く
の
方
が
訪

れ
て
い
る
こ
と
や
、

開
館
当
初
と
比
較

し
て
利
用
者
数
が

福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　

令
和
５
年
９
月
に
60
歳
以
上

向
け
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
が
承
認
さ
れ
、
感
染
防

止
が
大
き
く
進
む
と
期
待
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
周
知
や
注
意

喚
起
の
徹
底
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
同
様
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

に
も
基
本
的
な
予
防
対
策
で

あ
る
手
洗
い
等
の
徹
底
が
重

要
と
考
え
る
た
め
、
国
の
動

き
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
様
々
な

媒
体
を
活
用
し
注
意
喚
起
や

予
防
対
策
の
周
知
に
努
め
る
。

議
員
　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
に
つ
い
て
市
と
し
て
公
費

秋
田 

り
ゅ
う
い
ち 

議
員（
市
フ
ォ
）

　
50
年
先
の
府
中
市
を
考
え

た
際
に
、
府
中
基
地
跡
地
の

活
用
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
か
。

市
長
　
府
中
基
地
跡
地
の
活

用
は
、
本
市
の
未
来
を
左
右

す
る
、
最
も
重
要
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

渡
辺

し
ょ
う

議
員（
市
フ
ォ
）

　
市
は
令
和
５
年
度
に
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
を
実

施
し
た
と
聞
く
が
、
調
査
結

果
を
受
け
て
の
考
え
は
。

市
長
　
本
市
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
一
定
の
評
価
が
で
き

る
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、

美
術
館
で
は
質
の
高
い
所
蔵

作
品
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、

ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
展
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し

た
施
策
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
こ
と
で
、
更
な
る
イ
メ
ー

ジ
向
上
に
寄
与
し
て
い
く
。

議
員
　
美
術
館
を
誰
も
が
使

い
や
す
い
環
境
に
す
る
た
め

の
課
題
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
展
示

に
外
国
語
表
記
が
な
か
っ
た

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）

　
ち
ゅ
う
バ
ス
の
運
行
目
的

と
導
入
か
ら
20
年
の
評
価
は
。

ま
た
、
バ
ス
路
線
再
編
に
向

け
た
検
討
状
況
と
課
題
は
。

市
長
　
交
通
不
便
地
域
の
解

消
や
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
向
上
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
へ
の
寄
与
な
ど
を
目
的

と
し
て
お
り
、
年
間
約
２
０

０
万
人
に
利
用
さ
れ
る
身
近

な
足
と
し
て
、
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し

て
き
た
と
評
価

す
る
。
バ
ス
路

線
再
編
に
つ
い

て
は
、
協
議
会

等
で
需
給
課
題

を
整
理
し
た
ほ

か
、
地
域
意
見

交
換
会
や
ア
ン

お
ぎ
の

雄
太
郎

議
員（
市
フ
ォ
）

　
長
期
休
業
期
間
中
に
、
学

童
ク
ラ
ブ
で
昼
食
提
供
を
す

る
場
合
、
保
護
者
が
昼
食
提

供
事
業
者
と
直
接
契
約
す
る

手
法
が
考
え
ら
れ
る
と
聞
く

が
、
そ
の
検
討
状
況
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
直
接
契

約
の
実
施
事
例
を
調
査
す
る

な
ど
、
情
報
収
集
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
本
市
の
学
童

ク
ラ
ブ
運
営
事
業
を
受
託
し

て
い
る
事
業
者
に
、
他
自
治

体
で
の
実
施
状
況
な
ど
を
確

認
し
、
本
市
に
お
け
る
導
入

西
の

な
お
み

議
員（
無
所
）

　
平
成
29
年
９
月
の
食
品
表

示
基
準
の
改
正
に
よ
り
原
料

の
原
産
地
が
海
外
で
も
、
国

内
で
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品

は
国
内
製
造
と
表
記
す
る
た

め
、
国
内
か
海
外
か
、
ど
の

国
か
ら
か
も
分
か
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
で
生
じ
る
課
題
で

市
が
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
。

市
長
　
市
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
は
、
食
品
表
示
が
分

か
り
に
く
い
と
い
う
趣
旨
の

相
談
が
一
定
数
あ
り
、
基
準

が
定
期
的
に
改
正
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
食
品
表
示
に

関
す
る
市
民
へ
の
周
知
が
課

題
で
あ
る
。

議
員
　
学
校
給
食
に
お
け
る

国
産
食
材
の
利
用
率
が
、
海

外
の
調
味
料
の
使
用
等
に
よ

り
わ
ず
か
に
低
下
し
た
が
、

調
味
料
の
原
材
料
の
産
地
に

つ
い
て
の
表
記
方
法
は
。

教
育
部
長
　
主
原
料
の
産
地

表
記
は
、
産
地
も
し
く
は
加

工
地
と
な
る
た
め
、
加
工
食

品
が
主
原
料
と
な
る
場
合
、

個
々
の
原
材
料
の
、
産
地
ま

で
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

坂
本 

け
ん
い
ち 

議
員（
公
明
）

　
第
４
次
府
中
市
特
別
支
援

教
育
推
進
計
画
に
、
学
校
生

活
支
援
シ
ー
ト
の
活
用
と
あ

る
が
、
そ
の
趣
旨
は
。

教
育
部
長
　
障
が
い
の
あ
る

児
童
・
生
徒
へ
の
一
貫
し
た

支
援
を
行
う
に
当
た
り
、
個

別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成

と
活
用
が
重
要
と
認
識
し
て

お
り
、
学
校
生
活
支
援
シ
ー

ト
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
　
同
計
画
に
お
い
て
は

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
変
化
し

て
も
支
援
を
継
続
さ
せ
る
た

め
の
記
録
で
あ
る
「
ち
ゅ
う

フ
ァ
イ
ル
」
の
活
用
も
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
学
校
生
活
支

援
シ
ー
ト
と
合
わ
せ
た
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
体
制
づ
く

り
を
要
望
す
る
が
、
「
ち
ゅ

う
フ
ァ
イ
ル
」
の
学
校
に
お

け
る
活
用
に
つ
い
て
、
市
が

期
待
す
る
こ
と
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
就
学
後
の

一
貫
し
た
支
援
や
、
学
校
生

活
を
過
ご
す
上
で
の
最
適
な

教
育
支
援
に
つ
な
げ
る
ツ
ー

ル
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

の
可
否
や
実
現
可
能
性
等
を

検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
子
ど
も
の
小
学
校
入

学
を
機
に
仕
事
と
育
児
の
両

立
が
困
難
に
な
る
「
小
１
の

壁
」
の
解
消
に
向
け
、
朝
の

校
庭
開
放
を
望
む
が
、
本
市

で
実
施
す
る
際
の
課
題
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
見
守
り

を
担
う
大
人
の
安
定
的
な
確

保
や
事
故
等
に
対
す
る
リ
ス

ク
管
理
、
施
設
使
用
に
係
る

庁
内
連
携
等
が
課
題
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

他 

府
中
市
美
術
館
に
つ
い
て

り
、
車
い
す
の
方
に
は
展
示

位
置
が
高
か
っ
た
り
す
る
な

ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
効

果
的
な
手
法
に
つ
い
て
継
続

的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
高
齢
化
や

退
職
者
の
増
加
に
伴
う
深
刻

な
乗
務
員
不
足
等
が
あ
る
。

議
員
　
運
行
経
費
が
増
加
す

る
中
で
の
収
支
改
善
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
方
は
。

都
市
整
備
部
長
　
計
画
上
、

収
支
率
の
目
標
を
６
割
と
し

て
お
り
、
運
賃
の
見
直
し
は
、

そ
の
必
要
性
等
を
踏
ま
え
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

助
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
感
染
に
よ

る
発
熱
等
の
予
防
に
効
果
が

あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る

が
、
助
成
が
一
部
自
治
体
に

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
先
行
事
例
の
状
況
等
、
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

他 

結
婚
支
援
に
つ
い
て

る
。
ま
ず
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
総
合
体
育
館
の
移
転
に

つ
い
て
、
国
や
都
と
も
調
整

を
行
い
な
が
ら
、
遅
滞
な
く

進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
新
し
い
総
合
体
育
館

に
求
め
る
機
能
と
役
割
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
「
す

る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
、

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
観
戦
・
応

援
環
境
と
し
て
の
「
み
る
」

ス
ポ
ー
ツ
の
機
能
、
災
害
時

に
必
要
と
な
る
機
能
や
役
割

な
ど
に
加
え
、
令
和
６
年
度

か
ら
新
し
い
総
合
体
育
館
の

基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
る

中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
府

中
を
象
徴
す
る
よ
う
な
施
設

と
な
る
よ
う
に
、
新
た
に
求

め
ら
れ
る
機
能
や
役
割
を
検

討
し
て
い
く
。

ラ
ー
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
の

割
合
は
５
・
４
％
で
、
全
国

平
均
と
同
程
度
と
捉
え
て
い

る
。
ま
た
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
周
知
や
理
解
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
が
把
握
で
き
、
配

慮
あ
る
対
応
や
具
体
的
な
支

援
を
行
う
際
の
連
携
体
制
を

整
え
て
い
く
必
要
等
が
あ
る

と
改
め
て
認
識
し
た
。

議
員
　
実
態
調
査
を
実
施
し

た
経
緯
を
聞
き
た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
国
の
近

年
の
積
極
的
な
支
援
の
動
き

や
社
会
的
な
関
心
の
高
ま
り

の
中
で
、
市
に
お
い
て
も
喫

緊
の
課
題
と
認
識
し
、
実
態

把
握
の
た
め
調
査
を
行
っ
た
。

他 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て 

● 

府
中
市
市

制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て

「

小

１

の

壁

」

の

解

消

に

向

け

朝

の

校

庭

開

放

を

望

む

が

本
市
で
実
施
す
る
際
の
課
題
は

見
守
り
を
担
う
大
人
の
安
定
的
な
確
保
や

事
故
等
に
対
す
る
リ
ス
ク
管
理
な
ど
の

課

題

が

あ

る

と

考

え

て

い

る

助
成
が
一
部
自
治
体
に
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
先
行
事
例
の
状
況
等

情

報

収

集

に

努

め

て

い

く

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

市

と

し

て

公

費

助

成

を

検

討

で

き

な

い

か

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

府中市美術館を誰もが使いやすい
環 境 に す る た め の 課 題 は

「ちゅうファイル」の学校における
活用について市が期待することは

５０年先の府中市を考えた際に
府中基地跡地の活用はどのように
行 っ て い く こ と が 必 要 か

ヤングケアラー実態調査結果を受けての
市　　　の　　　考　　　え　　　は

食 品 表 示 基 準 の 改 正
市として把握している課題は

外国語表記や展示の位置などの
課題があり効果的な手法等について
継 続 的 な 研 究 が 必 要 で あ る

学 校 生 活 を 過 ご す 上 で の
最 適 な 教 育 支 援 に
つなげるツールとして期待している

本市の未来を左右する最も重要な
ミッションであると認識しており
まずは総合体育館移転を進めていく

配慮ある対応や具体的な支援を
行う際の連携体制を整えていく
必要等があると改めて認識した

食品表示が分かりにくいという
相談が一定数あり表示に関する
市民への周知が課題である

▲美術館のコレクション展

▲手洗いと手指消毒で感染予防

▲�市民の足として２０年親しまれて
　います

ち

ゅ

う

バ

ス

導
入
か
ら

年
の
評
価
は

２０


